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研究課題名 ため池の防災・減災力を強化する「ため池ルールカーブ」の開発 

研究結果 

【水文観測体制の確立と観測の実施】 

対象ため池の水文観測データと降雨流出モデル（タンクモデル）を用いてため池の水収支を明らか

にした。これにより，ため池ルールカーブの汎用化に向けた基礎的な水文・水利用データが蓄積され

た。また，同程度の規模の貯水量を持つため池であっても，集水面積および受益面積の大きさによっ

て取水管理が大きく異なることが示された。 

【水位－容量曲線の新たな作成方法の確立と実施】 

 小型UAVと三次元画像解析ソフトを用いたため池の水位－容量曲線の簡易な作成法が開発された。 

【ルールカーブの作成方針】 

既往の論文をレビューした結果，確保容量方式を採用することにした。 

研究成果 

【学会誌（査読有）】 

福田祐樹・清水克之・吉岡有美・木下治・津村佳英・山内康二：鳥取県湯谷池におけるため池の防災

・減災に対する取組み，水土の知，85(1)：37-40，2017年1月 

【学会発表】 

福田祐樹・清水克之・吉岡有美・津村佳英・田村晴久：小型UAVを用いたため池の水位－容量曲線の

作成と課題，第71回農業農村工学会中国四国支部講演会講演要旨集，pp.142-144，2016年10月，愛媛

県松山市 

次年度研究

計画 

対象ため池の水文観測を継続する。コンセプトに基づき，ルールカーブを作成する。 

さらに，水文データおよび用いた流出モデル，作成した水位－容量曲線それぞれの更なる精緻化が

求められる。具体的には， 

【水文観測欠測期間の最小化】次年度は現地観測のネットワーク環境を整備することで，トラブル時

に即座に対応できるようにする。 

【水位－容量曲線の精緻化】空撮時に複数の適切なGCP（地上基準点）を設定する。 
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注１）表題には、環境部門、地域部門、北東アジア学術交流部門のいずれかを記載すること。 

 ２）「研究期間（  年目/  年間））」及び「次年度研究計画」は、環境部門のみ記載すること。 
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理由を記すこと。 

 ４）研究実績のサマリーを併せて提出すること。 

 



平成２８年度研究実績概要（環境創造部門） 

研究課題名 ため池の防災・減災力を強化する「ため池ルールカーブ」の開発 

 

鳥取大学農学部・生命環境農学科 

准教授 清水克之 

 

【水文観測体制の確立と観測の実施】 

対象ため池を鳥取市の七谷池，大池，湯谷池に選定した。各池の水文観測体制を確立し，

水文データと湯谷池については降雨流出モデル（タンクモデル）を用いてため池の水収支

を明らかにした。これにより，ため池ルールカーブの汎用化に向けた基礎的な水文・水利

用データが蓄積された。また，水管理調査の結果，同程度の規模の貯水量を持つため池で

あっても，集水面積および受益面積の大きさによって取水管理が大きく異なることが示さ

れた。 

【水位－容量曲線の新たな作成方法の確立と実施】 

小型 UAV と三次元画像解析ソフトを用いたため池の水位－容量曲線の簡易な作成法が開

発された。 

【ルールカーブの作成方針】 

既往の論文をレビューした結果，確保容量方式を採用することにした。 

 

研究業績は以下のとおり。 

【学会誌（査読有）】 

福田祐樹・清水克之・吉岡有美・木下治・津村佳英・山内康二：鳥取県湯谷池におけるた

め池の防災・減災に対する取組み，水土の知，85(1)：37-40，2017年 1月 

【学会発表】 

福田祐樹・清水克之・吉岡有美・津村佳英・田村晴久：小型 UAV を用いたため池の水位－

容量曲線の作成と課題，第 71回農業農村工学会中国四国支部講演会講演要旨集，pp.142-144，

2016年 10月，愛媛県松山市 
















